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わが国の乳癌に関する歴史を遡ると，江戸時代の華岡青洲
(1760～1835 年)にゆきつく．青洲は世界に先がけて全身麻酔薬
“通仙散”を完成し，それを用いて 1804 年に 60 歳女性患者の進行
性乳癌の手術を行った外科医として知られている．
現在の紀の川市(和歌山県)に「華岡青洲の里・歴史館」があり，
青洲が診療を行い，弟子を指導した建物がきれいに再現され，公開
されている．その当時の乳癌手術が，民家の普通の部屋で行われた
実態がよくわかる．現在では清潔な産院の病室で行われる分娩が，
かつては妊婦の自宅に助産婦が出向いて出産を介助し，家人がわか
した金だらいの湯の中で新生児が産声をあげていたということを想
起すれば，青洲の行った手術時の光景がリアルに体験できる．
青洲の全身麻酔薬の開発や乳癌手術にかかわるエピソードは，和
歌山が生んだ女流作家・有吉佐和子の小説「華岡青洲の妻」に詳し
い．有吉のこの小説がなかったら，医学界内部はともかくとして，
一般にまで青洲の名が拡がるようなことにはならなかったのかもし
れない．
癌 cancer という語には，もともと蟹という意味もふくまれてい
る．ギリシア時代，カルキノスとつづられていた「癌」は，ラテン
語を経由していろいろな言語の中にも伝えられてきた．もっとも，
漢字の癌は中国由来ではあるが…．ところで，ギリシア時代の癌
は，具体的なイメージとしては進行性乳癌の原発巣が乳房に大きな
腫瘍を形成し，皮膚に潰瘍や出血を随伴した状態，すなわちゴツゴ
ツした塊状物，を見てこれを蟹の甲羅に見たてたといわれている．
このために，cancer という語には星座の蟹座という意味もある．
青洲に話を戻すと，通仙散はまんだらげ(朝鮮朝顔)という植物が
原料である．私自身，花として咲いているまんだらげを見た経験は
ないが，過日，和歌山県立医大を訪れた折にデザインにこの花が使
われている校章を拝見する機会をえた．当地のまんだらげは，乳癌
と因縁浅からぬ関係にあるにもかかわらず，やわらかな感じのする
大柄な花弁が印象に残った． (坂本穆彦)
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